
山形県金山町議会 検 索

金山町

http://town.kaneyama.yamagata.jp/

　開幕まであと１年を切った2020年東京オリンピッ
ク･パラリンピック。「日本の木材活用リレー」に賛同
した全国に63ある自治体の中の一つが金山町。去る
５月に選手村内交流施設「ビレッジプラザ」の建築用
材として貸し出すため金山町森林組合から出荷された。

…………… 編集   議会広報常任委員会  ……………

金山杉が東京五輪･
パラ選手村｢ビレッジプラザ｣へ

我が町林業の日常 №1

～金山小学校の５年生～
校外学習で防腐用塗料を下塗り（7/11）

No.119No.119
６月定例会

【令和元年8月2日発行】

～金山産を証明～
出荷する全ての材料の定めら
れた位置に、専用スタンプで
刻印され世界にアピール。

～塗装作業より～
きれいに表面仕上げとプレカット
された部材に思いを込めて防腐用
塗料を２回塗り。

※今期は､林業･農業･商業･工業を1年ずつ取り上げ､その日常を紹介していきます。
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幼児教育･保育無償化へ
町政を問う【一般質問】
アンケート実施
新中公基本設計示す
東京金山会盛大に
｢町づくりに望む｣ 矢口夘之助さん
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【
議
第
４２
・
４３
号
】

早
坂
憲
明
議
員
（
議
第
４３

号
）
消
費
税
の
引
き
上
げ

が
見
送
ら
れ
た
場
合
、
予

定
し
た
介
護
保
険
料
の
軽

減
が
で
き
な
く
な
り
町
に

影
響
す
る
の
で
は
。
ま
た

軽
減
と
な
る
対
象
人
数
は
。

町
長

　１０
月
１
日
か
ら
引

き
上
げ
る
法
律
は
成
立
し

て
お
り
、
政
令
と
整
合
性

を
図
る
た
め
粛
々
と
事
務

は
進
め
た
い
。

佐
藤
健
康
福
祉
課
長

　対

象
者
は
、
Ｈ
３０
年
４
月
現

在
で
、
第
１
段
階
２
８
９

名
、
第
２
段
階
１
３
８
名
、

第
３
段
階
で
８７
名
と
な
る
。

【
議
第
４４
〜
４７
号
】

中
村
忠
行
議
員
（
議
第
４４

号
）
町
育
英
基
金
等
へ
の

寄
付
行
為
に
つ
い
て
、
政

治
的
影
響
等
を
含
め
た
基

準
が
あ
る
の
か
。

丹
総
合
政
策
課
長

　要
項

等
に
よ
る
取
り
決
め
は
な

く
、
寄
付
の
ケ
ー
ス
ご
と

に
決
裁
で
対
応
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
留
意
事
項
と
し

て
、
行
政
の
中
立
性
、
公

平
性
、
宗
教
的
、
政
治
的

意
味
の
判
断
な
ど
は
し
て

い
る
。

寒
河
江
宏
一
議
員
（
議
第

４４
号
）
小
学
校
統
合
問
題

の
今
後
に
つ
い
て
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

阿
部
教
育
長
職
務
執
行
者

　本
年
２
月
に
実
施
し
た

３
学
区
で
の
話
し
合
い
の

内
容
は
３
月
議
会
で
報
告

し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

町
全
体
の
意
見
集
約
に
は

不
十
分
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
丁
寧
に
聞
き
取
り

を
行
な
い
、
今
年
度
中
に

は
総
合
教
育
会
議
で
方
向

性
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
た
い
。

矢
口
政
一
議
員
（
議
第
４４

号
）
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
協
働
推
進
事
業
費

補
助
金
が
当
初
よ
り
４０
万

円
減
額
さ
れ
た
根
拠
は
。

佐
藤
教
学
課
長

　県
の
予

算
総
額
以
上
に
各
市
町
村

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
た
め

で
、
一
律
１７
％
削
減
さ
れ

た
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。

主
な
事
業
は
、
各
小
学
校

で
実
施
し
て
い
る
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
な
る
。

栗
田
保
則
議
員
（
議
第
４４

号
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更

新
す
る
が
、
以
前
古
い
バ

ス
を
新
南
高
金
山
校
に
譲

渡
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今

回
は
ど
の
よ
う
な
処
分
を

考
え
て
い
る
の
か
。

佐
藤
教
学

課
長

　走

行
距
離
が

４４
万
キ
ロ

を
超
え
て

お
り
、
新

南
高
金
山

校
へ
の
譲

渡
は
難
し

い
と
判
断

し
た
。
今
回
の
入
札
は
下

取
り
を
条
件
に
執
行
し
て

い
る
。

須
藤
典
夫
議
員
（
議
第
４５

号
）
大
腸
検
査
の
Ｃ
Ｔ
画

像
の
読
影
体
制
は
大
丈
夫

な
の
か
。

町
長

　当
初
予
算
で
は
、

読
影
は
山
大
附
属
病
院
と

の
連
携
を
前
提
に
機
材
を

購
入
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
読

影
が
難
し
い
と
の
こ
と
に

な
り
、
外
注
（
東
京
）
対

応
と
す
る
た
め
の
補
正
に

な
る
。
今
後
も
患
者
の
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
、

経
営
の
た
め
、
よ
り
よ
い

診
療
所
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

【
議
第
４８
号
】

　質
疑
な
し

子ども･子育て支援事業システム 改修委託料計上
（10/1より実施）

　６月議会定例会が６／３～７の５日間開催された。令和元年
度一般会計、特別会計補正予算が審議され、一議案賛成多数、
他は全員賛成で可決した。一般会計では、昭和５６年七日町に
建築した医師住宅付近の土地（大柳地内､１４９.７１㎡）の購入
費や５／１４の落雷による旧認定こども園と金山中学校の電気
修繕費などが計上された。町特別職の給与条例一部改正、町介
護保険条例一部改正なども上程された。

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

幼児教育･保育無償化へ の対応

子どもたちの成長を後押し

導入した大腸CT用炭酸ガス送気装置（左手前）

  ６月
定例会

6月議会定例会提出議案
１議案を除き全員賛成で可決（須藤典夫議員は､議第４５号に反対）

５月21日に受理し、産業厚生常任委員会に付託の上「採択」された請願
第2号について､山形県知事に対し整備を求める意見書を提出するもの

２. 補正予算（全会計共通事項として職員人事異動に係る人件費の組替補正を計上）

３. その他

４. 議員発議

１. 条例改正
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一
般
質
問

新
庄
南
高
金
山
校
の

　存
続
に
向
け
て
の

　
　
　
　

  

支
援
策
は

中
村
忠
行
議
員

　今
年
度

は
新
庄
南
高
金
山
校
へ
の

入
学
者
が
１５
名
と
な
り
、

来
年
度
も
入
学
者
が
入
学

定
員
の
２
分
の
１
に
満
た

な
い
場
合
は
、
募
集
停
止

と
な
る
。

　町
に
と
っ
て
は
、
定
住

促
進
、
産
業
振
興
等
、
大

き
な
影
響
が
あ
る
。
町
か

ら
の
支
援
策
は
。

教
育
長
職
務
執
行
者

　新

庄
南
高
金
山
校
の
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
の
た
め
、

学
習
支
援
補
助
金
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
補
助
金
、
通
学

費
支
援
補
助
金
を
予
算
計

上
し
、
今
年
度
は
台
湾
修

学
旅
行
経
費
も
助
成
す
る
。

　ま
た
、
地
域
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
、
藻
谷
浩
介
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
地
方
で
生
き

る
こ
と
が
い
か
に
大
切
で

あ
る
か
、
生
徒
と
保
護
者

に
聴
い
て
い
た
だ
い
た
。

　ま
た
、
山
形
県
が
農
林

業
を
け
ん
引
す
る
専
門
職

大
学
の
検
討
を
進
め
て
い

る
こ
と
に
関
連
し
、
金
山

校
に
普
通
科
の
他
に
、
県

の
専
門
職
大
学
と
連
携
で

き
る
よ
う
な
独
自
の
新
設

科
を
開
設
で
き
る
よ
う
、

強
く
要
望
し
て
い
く
。

　金
山
校
の
存
続
に
つ
な

が
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

急
げ
る
こ
と
は
急
い
で
行

う
。

佐
藤
教
学
課
長

　昨
年
度
、

新
庄
南
高
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
佐

藤
先
生
の
ご
協
力
の
も
と
、

短
期
間
で
は
あ
る
が
、
町

民
を
対
象
と
し
た
英
会
話

教
室
を
開
催
し
た
。

　

　今
後
、
金
山
校
や
佐
藤

先
生
と
も
相
談
し
、
生
徒

の
向
上
心
に
つ
な
が
る
よ

う
、
他
の
教
科
の
選
択
も

含
め
検
討
し
た
い
。

　ま
た
、
大
江
町
で
は
、

生
徒
が
就
職
や
進
学
に
資

す
る
資
格
、
ま
た
は
免
許

を
取
得
す
る
費
用
の
助
成

制
度
を
平
成
３０
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　金
山
校
で
も
受
験
者
数

は
少
な
い
に
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
英
語
検
定
や
数
学

検
定
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検

定
、
さ
ら
に
は
危
険
物
取

扱
者
試
験
丙
種
を
受
験
し

た
生
徒
が
い
る
。

　金
山
校
の
生
徒
が
就
職

や
進
学
に
資
す
る
た
め
に

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
、

学
校
生
活
に
お
い
て
、
常

に
将
来
の
目
標
を
掲
げ
充

実
し
た
学
校
生
活
に
も
つ

な
が
り
、
金
山
校
の
魅
力

と
な
り
、
国
家
資
格
、
国

家
検
定
等
以
外
の
資
格
取

得
の
支
援
に
つ
い
て
、
学

校
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
少
額
随
意
契
約
の
透
明

　性
は

６月定例会の初日（6/3）に次の事項について一般質問が行われた。（通告順）

◆ 中村　忠行　議員 ‥‥‥ Ｐ５
　　① 県立新庄南高等学校金山校への支援は
　　② 随意契約の透明性は

◆ 栗田　保則　議員 ‥‥‥ Ｐ６
　　① 町長の４選出馬の考えを伺う
　　② テレビ難視聴地区大規模改修は

◆ 大場　洋介　議員 ‥‥‥ Ｐ７
　　① 人口減少打開のための子育て世代への支援の拡充は
　　② 高齢者の医療費負担の軽減は

◆ 沼澤　道也　議員 ‥‥‥ Ｐ８
　　① 地域おこし協力隊のこれからは
　　② インバウンドの取り組みは

◆ 星川　智子　議員 ‥‥‥ Ｐ９
　　① 貸工場に関連する契約は
　　② 定住促進住宅建設の休止は

◆ 寒河江宏一　議員 ‥‥‥ Ｐ１０
　　① 金山町が進めて来た公営住宅事業の
　　　 成果と今後は

一般質問とは
　年４回の定例会で行う。議員が

町の行政全般について、事業執行

の状況や将来の方針等について所

信を質し、あるいは、報告や説明

を求めるなどの政策論議の場であ

る。

　町議会では、質問要旨を事前に

通告することとし、６０分という

限られた時間内で、大所高所から

の建設的で簡明な質問が求められ

ている。

町 政 を 問 う
６人の議員が

一
般
質
問

新庄南高金山校への
　　　　　　  支援を
回答 専門職大学に連携の新設科を要望

中 村 忠 行 議員

藻谷氏が中学生にもメッセージ（5/31）
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一
般
質
問

一
般
質
問

現
時
点
で
の
評
価
と
今

後
の
具
体
策
は

大
場
洋
介
議
員

　人
口
減

少
は
、
地
方
か
ら
都
市
部

へ
の
人
口
移
動
と
出
生
率

の
低
下
が
大
き
な
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
子
育
て

世
代
の
不
安
を
軽
減
す
る

こ
と
が
人
口
維
持
や
移
住

増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
も

含
め
、
子
ど
も
も
親
も
幸

せ
に
子
育
て
で
き
る
町
に

向
け
更
な
る
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
は
。

丹
総
合
政
策
課
長

　新
・

か
ね
や
ま
子
育
て
応
援
プ

ラ
ン
に
よ
り
、
母
子
保
険

の
拡
充
、
各
種
祝
い
金
の

支
給
、
医
療
費
無
償
化
な

ど
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

拡
充
と
と
も
に
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
に
よ
り
、

社
会
全
体
で
応
援
す
る
体

制
を
意
識
し
て
き
た
。

　

　併
せ
て
、
新
・
適
時
適

育
に
よ
る
家
庭
教
育
を
浸

透
さ
せ
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
核
に
「
子
育
て

が
っ
こ
う
」
も
実
施
し
た
。

子
育
て
世
代
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
養
育
に
か
か

る
経
済
的
負
担
に
不
安
を

感
じ
る
方
が
多
い
。

　施
策
は
拡
充
し
た
が
、

成
果
は
一
朝
一
夕
に
は
得

ら
れ
な
い
。
子
育
て
や
福

祉
の
財
源
を
優
先
的
に
確

保
し
、
制
度
の
継
続
や
浸

透
に
よ
り
、「
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
」
を

大
切
に
す
る
意
識
が
共
有

さ
れ
、
特
に
若
い
世
代
で

前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
仕

組
み
を
充
実
さ
せ
た
い
。

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の

環
境
づ
く
り
を

大
場
議
員

　町
は
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
支
援
し

て
い
る
が
、
家
族
形
態
は

共
働
き
が
主
体
で
あ
る
。

　放
課
後
や
休
日
に
気
軽

に
過
ご
せ
る
学
童
ク
ラ
ブ

を
求
め
る
父
母
の
願
い
に

応
え
、
よ
り
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

佐
藤
健
康
福
祉
課
長

　国

は
運
営
基
準
で
、
放
課
後

学
童
ク
ラ
ブ
の
質
の
確
保

と
向
上
を
掲
げ
て
い
る
。

利
用
児
童
が
、
安
全
安
心

な
環
境
で
伸
び
伸
び
と
生

活
し
、
家
族
が
満
足
で
き

る
保
育
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
社
会
法
人
陽
だ
ま
り

と
の
連
携
を
密
に
展
開
し

て
い
く
。

町
長

　地
方
分
権
一
括
法

の
改
正
で
、
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
等
の
職
員
基
準
の

緩
和
が
柱
の
法
律
が
可
決

さ
れ
た
。
自
治
体
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
職
員
数
を

決
め
ら
れ
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
の
過
ご
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

高
齢
者
者
医
療
費
の
窓

口
負
担
の
軽
減
を

大
場
議
員

　１０
月
予
定
の

消
費
税
増
税
と
同
時
に
病

院
等
の
初
診
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
患
者
の
窓
口
負

担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

　年
金
生
活
者
な
ど
、
生

活
に
困
窮
す
る
高
齢
者
の

家
計
を
圧
迫
す
る
恐
れ
が

あ
り
、
考

慮
す
べ
き

で
は
。

健
康
福
祉

課
長

　子

育
て
支
援

医
療
費
の

支
給
と
同

様
の
助
成

は
可
能
だ

が
、
他
制

度
や
健
康

な
方
と
の

負
担
の
公
平
性
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
に
な
る
。

　町
は
、
高
齢
者
福
祉
と

し
て
様
々
な
支
援
を
し
て

い
る
が
、
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
事
業
等
に
参
加

頂
く
こ
と
で
、
健
康
で
自

立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
。

町
長

　高
齢
者
も
健
康
に

過
ご
せ
る
よ
う
健
康
診
断

を
充
実
さ
せ
、
病
気
に
か

か
ら
ず
に
生
活
で
き
る
社

会
づ
く
り
と
健
康
長
寿
の

た
め
の
施
策
を
考
え
る
。

厳
し
い
財
政
を
ど
う
乗

り
切
る
、
４
選
出
馬
の

考
え
は

栗
田
保
則
議
員

　政
策
、

財
政
に
精
通
し
た
鈴
木
町

長
の
独
自
の
政
策
が
具
現

化
し
前
進
し
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
昨
年

の
豪
雨
災
害
復
旧
費
、
小

中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
備
費

補
助
率
の
低
下
、
ま
た
過

疎
債
の
元
利
償
還
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
中
央
公
民

館
建
設
が
延
期
に
な
っ
た
。

　今
後
、
診
療
所
へ
の
繰

り
出
し
金
な
ど
課
題
が
多

い
。
町
長
に
は
こ
の
難
関

を
乗
り
切
り
町
政
を
前
進

さ
せ
る
責
任
が
あ
る
。

　来
春
の
４
選
出
馬
に
期

待
す
る
が
、
考
え
は
。

町
長

　町
を
将
来
に
向
け

て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
２
元
代
表
制
の
役
割

を
持
つ
議
会
と
の
協
議
、

加
え
て
町
民
と
の
話
し
合

い
を
大
事
に
し
て
い
く
方

針
に
変
わ
り
は
な
い
。

　都
市
へ
の
一
極
集
中
や

地
方
創
生
が
進
ま
な
い
中

で
地
方
は
何
を
す
る
べ
き

か
、
そ
の
１
つ
に
わ
が
町

の
魅
力
を
再
認
識
し
、
町

外
に
発
信
し
な
が
ら
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
優
し

く
共
存
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
目
標
に
、
身
の
丈
に

合
っ
た
金
山
ら
し
い
暮
ら

し
を
目
指
す
こ
と
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

　財
政
は
健
全
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
夢
を
持

つ
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

そ
の
達
成
の
た
め
に
熟
慮

し
、
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
や
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て

良
い
方
向
に
進

む
と
確
信
し
て

い
る
。

　ま
た
、
行
財

政
の
改
革
改
善

は
停
滞
な
く
焦

ら
ず
、
時
機
を

逃
さ
な
い
怠
ら

な
い
姿
勢
で
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

　町
づ
く
り
に
精
一
杯
努

力
し
、
道
筋
を
つ
け
て
い

く
責
任
が
あ
る
。
４
期
目

も
誠
心
誠
意
そ
の
任
に
果

敢
に
挑
戦
し
、
努
力
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
難
視
聴
地
区
大

規
模
改
修
へ
の
支
援
策

に
変
わ
り
は
な
い
か

栗
田
議
員

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形

の
財
政
事
情
か
ら
平
成
３０

年
度
完
成
予
定
の
工
事
が

延
期
さ
れ
て
い
た
。

　い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら

入
札
が
始
ま
り
２
年
遅
れ

の
改
修
と
な
る
が
、
各
組

合
の
負
担
も
大
き
い
。

　町
の
財
政
事
情
も
変
わ

っ
て
き
て
い
る
中
で
支
援

策
に
変
わ
り
は
な
い
の
か
、

伺
い
た
い
。

１０
分
の
６
補
助
を
上
限

に
、財
源
確
保
に
努
め
る

宮
林
総
務
課
長

　Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
現
在
の
状
況
を
確
認
し

た
。「
中
田
」「
漆
野
」「
田

茂
沢
・
安
沢
」
の
３
組
合

は
令
和
元
年
度
着
工
２
年

度
完
成
の
予
定
。「
有
屋
」

「
金
山
」
の
２
組
合
は
令

和
３
年
度
着
工
、
４
年
度

完
成
の
予

定
で
あ
る
。

　デ
ジ
タ

ル
放
送
は
、

防
災
面
で

も
役
に
立

つ
こ
と
か

ら
支
援
を

行
う
考
え

に
変
わ
り

は
な
い
。

１０
分
の
６

補
助
を
上

限
に
財
源

確
保
に
努

め
る
。

子育て世代への
　　　　  支援拡充を
回答 子育て支援の財源確保を優先

町
政
前
進
へ
、
来
春
の
４
選
出
馬
に
期
待

回
答

行
財
政
安
定
に
向
け
、
果
敢
に
挑
戦

動物たちと遊び癒される

大 場 洋 介 議員 栗 田 保 則 議員

有 屋 難 視 聴 地 区

４期目出馬を表明した鈴木町長
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質
問

米
の
娘
家
の
現
在
の
営

業
は
契
約
違
反
で
は

星
川
智
子
議
員

　こ
の
こ

と
で
町
民
が
不
信
感
を
抱

い
て
い
る
。
当
初
、
町
は

餃
子
定
食
以
外
提
供
し
な

い
約
束
だ
と
説
明
し
た
が

契
約
違
反
で
は
な
い
か
。

　そ
も
そ
も
契
約
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。
法
曹

関
係
者
を
雇
う
べ
き
で
は
。

丹
総
合
政
策
課
長

　町
内

同
業
者
の
大
き
な
話
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て

い
る
。
平
成
２８
年
９
月
議

会
で
町
内
飲
食
店
と
競
合

す
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な

い
と
確
か
に
町
長
は
答
弁

し
た
が
、
あ
く
ま
で
町
長

の
希
望
を
述
べ
た
も
の
で

餃
子
定
食
以
外
提
供
し
な

い
と
い
う
約
束
は
交
わ
し

て
お
ら
ず
、
立
地
協
定
書

に
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

契
約
違
反
と
の
認
識
は
な

い
。　貸

工
場
は
町
民
の
た
め

の
施
策
だ
が
、
結
果
と
し

て
誤
解
を
与
え
行
政
に
対

し
て
不
信
感
、
不
公
平
感

が
生
じ
て
い
れ
ば
、
申
し

訳
な
い
し
本
意
で
は
な
い

の
で
、
今
後
益
々
意
識
し
、

注
意
し
て
臨
み
た
い
。

　契
約
は
、
基
本
的
に
は

町
が
主
導
し
て
作
成
し
、

発
注
者
側
で
あ
る
町
の
意

向
を
最
大
限
含
め
て
い
る
。

　ま
た
、
契
約
に
あ
た
っ

て
は
、
高
度
化
す
る
様
々

な
内
容
に
つ
い
て
都
度
理

解
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と

は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　税
金
を
投
入
し
た

貸
工
場
は
制
度
的
に
も
支

援
の
本
質
面
か
ら
も
当
初

の
目
的
を
果
た
し
て
い
る
。

２
社
の
経
営
は
ま
だ
ご
苦

労
が
多
い
。
２
社
を
含
め

町
内
の
皆
さ
ん
の
生
き
残

り
は
簡
単
に
解
決
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

今
回
の
事
が
特
別
の
事
と

指
摘
だ
が
、
こ
の
指
摘
自

体
が
今
後
の
金
山
町
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
の
で

は
な
い
か
。

　排
他
的
で
な
く
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
産
業
振
興

を
考
え
て
頂
き
た
い
。
今

後
不
信
を
買
わ
な
い
よ
う

な
姿
勢
で
努
め
た
い
。

定
住
促
進
住
宅
用
地
、

条
件
付
き
で
売
却
を

星
川
議
員

　定
住
促
進
住

宅
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら

早
く
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。
今
後
１０
年

間
は
予
算
を
確
保
で
き
な

い
と
み
た
が
、
条
件
付
き

で
民
間
へ
の
売
却
を
考
え

て
は
。

藤
山
環
境
整
備
課
長

　現

段
階
で
何
年
後
に
着
工
で

き
る
と
は
言
え
な
い
。

　財
政
は
厳
し
い
が
健
全

化
を
図
り
な
が
ら
、
な
る

べ
く
早
く
展
開
し
た
い
。

　３
月
の
予
算
委
員
会
で

回
答
し
た
と
お
り
、
現
時

点
で
、
条
件
を
付
し
た
売

却
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　公
債
費
の
高
止
ま

り
と
な
る
平
成
３５
年
を
越

え
れ
ば
考
え
ら
れ
る
が
、

財
政
は
動
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
中
で
判
断
し
て
い
く
。

ホ
テ
ル
利
用
者
は

　
　
　

 

増
加
傾
向
に

沼
澤
道
也
議
員

　町
の
交

流
事
業
は
今
ま
で
国
内
の

都
市
圏
者
と
の
も
の
だ
っ

た
が
、
今
後
は
そ
れ
ら
と

と
も
に
外
国
人
旅
行
者
も

組
み
込
ん
だ
も
の
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

実
態
を
含
め
て
報
告
を
。

川
崎
産
業
課
長

　県
や
最

上
総
合
支
庁
等
と
連
携
し

最
上
地
域
を
巡
る
「
フ
ァ

ー
ム
ト
リ
ッ
プ
」
等
を
メ

イ
ン
に
集
客
増
加
を
図
っ

て
い
る
。
ホ
テ
ル
シ
ェ
ー

ネ
ス
ハ
イ
ム
の
受
入
数
も

下
表
の
と
お
り
で
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　こ
の
中
に
は
荘
内
銀
行

と
イ
タ
リ
ア
食
科
学
大
学

院
と
の
連
携
事
業

や
台
湾
の
旅
行
会

社
と
連
携
し
た
も

の
も
あ
る
。

　今
後
も
１０
月
２３

日
に
タ
イ
か
ら
３０

人
程
度
の
ツ
ア
ー

が
入
っ
て
い
る
。

沼
澤
議
員

　ホ
テ

ル
に
は
来
て
も
町

民
と
の
交
流
が
な

く
、
見
え
な
い
状

況
に
あ
る
。
も
っ

と
金
山
の
暮
ら
し

も
見
え
る
企
画
を

し
て
、
町
民
に
も

感
じ
ら
れ
る
取
り

組
み
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
か
。

産
業
課
長

　現
状
で
の
課

題
は
、
金
山
町
で
の
滞
在

時
間
が
短
い
行
程
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。

　今
後
は
、
①
旅
行
会
社

が
商
品
と
し
て
取
組
め
る

の
か
、
②
旅
行
形
態
が
団

体
か
ら
個
人
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
現
状
へ
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
県
で
も
、
現
状
の

２５
万
人
か
ら
３０
万
人
を
目

標
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

計
画
が
あ
り
、
当
町
と
し

て
も
、
ホ
テ
ル
を
中
心
と

し
た
取
り
組
み
か
ら
町
民

参
加
型
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
。

沼
澤
議
員

　時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
「
新
金
山
型

交
流
活
動
」
の
展
開
を
期

待
し
た
い
。

貸工場契約で
　　　 町民に不信感
回答 今後不信を買わないよう努める

回
答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
強
化
を

回
答

金
山
の
魅
力
で
「
日
本
体
験
」
を

目
的
の
明
確
化
、
自
由
度
の
向
上
を

沼
澤
議
員

　協
力
隊
を
受

入
れ
て
６
年
目
に
な
る
が
、

現
状
と
総
括
は
。

丹
総
合
政
策
課
長

　地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
平

成
２１
年
か
ら
総
務
省
に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
、
当
町
は

平
成
２６
年
か
ら
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
７
名
の
協
力

隊
員
、
２
名
の
集
落
支
援

員
を
受
け
入
れ
、
現
在
は

そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
、
計

２
名
が
活
動
し
て
い
る
。

　農
林
業
研
修
や
イ
ベ
ン

ト
企
画
な
ど
の
活
動
を
し

て
き
た
が
、
当
初
の
思
い

を
全
う
で
き
ず
道
半
ば
で

去
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
も

の
の
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
の
一
助
と
な
っ
た
と

考
え
、
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

沼
澤
議
員

　今
ま
で
以
上

に
存
在
感
を
高
め
て
い
く

取
り
組
み
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町
長

　今
後
は
今
ま
で
以

上
に
地
方
（
金
山
に
）住
む

目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
人
や
活
動
の
自
由
度
を

高
め
る
体
制
な
ど
を
実
現

し
、
貴
重
な
３
年
間
の
体

験
で
、
定
住
さ
れ
た
り
、

金
山
へ
の
思
い
を
忘
れ
な

い
よ
う
な
活
動
を
期
待
し

て
い
る
。

星 川 智 子 議員 沼 澤 道 也 議員

イタリアからのお客様と

美味しい食の数々も町の魅力

ホテルシェーネスハイム
金山宿泊実態

年度
28
29
30
元

※本年度は５月まで

ツアー回数
０回
３回
８回
４回

人数
０人
71人
181人
102人
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「
街
な
か
公
営
住
宅
」

　
　
　

  

の
事
業
費
は

寒
河
江
宏
一
議
員

　平
成

２４
年
度
か
ら
始
め
た
「
街

な
か
公
営
住
宅
」
は
、
七

日
町
に
７
棟
、
十
日
町
に

７
棟
、
内
町
に
６
棟
、
羽

場
に
４
棟
と
、
７
年
間
で

２４
棟
を
建
築
し
た
。

　総
事
業
費
の
内
訳
は
。

藤
山
環
境
整
備
課
長

　土

地
の
購
入
費
は
５
７
９
０

万
円
、
測
量
・
設
計
費
は

５
９
１
９
万
円
、
工
事
費

は
４
億
５
９
３
０
万
円
、

合
計
で
は
５
億
８
１
９
０

万
円
と
な
る
。

寒
河
江
議
員

　平
成
２４
年

度
か
ら
の
事
業
費
を
、
詳

し
く
議
会
に
開
示
で
き
な

い
か
。

環
境
整
備
課
長

　公
文
書

の
開
示
は
、
総
務
課
の
指

導
を
受
け
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

寒
河
江
議
員

　金
山
に
住

む
こ
と
が
で
き
な
い
若
い

子
育
て
世
帯
を
金
山
町
に

定
住
さ
せ
る
た
め
に
行
っ

て
き
た
事
業
だ
が
、
現
在

の
入
居
状
況
等
は
。

環
境
整
備
課
長

　現
在
２４

棟
中
、
２１
棟
に
入
居
し
て

い
る
、
町
内
か
ら
１８
世
帯
、

町
外
か
ら
３
世
帯
が
入
居

し
て
い
る
。
退
去
者
の
う

ち
、
新
し
く
家
を
建
て
た

方
は
１
件
と
な
る
。

売
却
価
格
は

寒
河
江
議
員

　国
で
は
木

造
住
宅
の
耐
用
年
数
を
３０

年
と
し
て
お
り
、
４
分
の

１
の
年
数
が
経
過
す
れ
ば

住
民
に
譲
渡
処
分
で
き
る

規
定
に
な
っ
て
い
る
。

　２４
年
度
に
建
築
さ
れ
た

「
街
な
か
公
営
住
宅
」
は
、

来
年
秋
に
は
７
年
６
ヶ
月

過
ぎ
る
の
で
町
は
売
却
で

き
る
が
、
売
却
価
格
は
い

く
ら
か
。

環
境
整
備
課
長

　入
居
者

が
そ
の
建
物
の
譲
り
受
け

を
希
望
し
、
か
つ
支
払
い

能
力
が
あ
り
、
譲
渡
対
価

が
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
国
土
交
通

大
臣
の
承
認
を
得
て
譲
渡

で
き
る
。

　建
物
の
譲
渡
価
格
は
、

原
則
と
し
て
公
営
住
宅
法

施
行
規
則
に
規
定
す
る
複

成
価
格
で
算
定
さ
れ
る
。

土
地
は
原
則
、
不
動
産
鑑

定
士
の
評
価
と
な
る
。

寒
河
江
議
員

　土
地
と
建

物
で
、
２
０
０
０
万
円
近

い
額
だ
と
買
え
な
い
。
若

い
方
々
が
、
こ
の
町
に
住

み
人
口
減
少
に
も
歯
止
め

を
か
け
る
の
が
、
こ
の
事

業
の
目
的
で
あ
る
。

　国
で
は
、
建
設
費
用
か

ら
国
及
び
都
道
府
県
の
補

助
額
並
び
に
無
利
子
貸
付

額
と
家
賃
と
し
て
徴
収
済

の
償
却
額
を
控
除
し
た
額

と
な
っ
て
い
る
は
ず
。

　従
っ
て
、
減
価
償
却
分

か
ら
交
付
金
を
除
い
た
金

額
で
売
却
で
き
な
い
か
。

環
境
整
備
課
長

　現
在
、

県
、
国
と
細
部
に
わ
た
り

検
討
し
て
い
る
。

町
長

　は
っ
き
り
し
た
価

格
は
示
せ
な
い
が
、
買
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

新
た
な
利
子
補
給
制
度
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

※
複
成
価
格
…
推
定
再
建
築

費
か
ら
（
年
平
均
減
価
額
×

経
過
年
数
）
を
引
い
た
価
格

街
な
か
公
営
住
宅
の
売
却
価
格
は

回
答

新
た
な
制
度
で
県
・
国
と
検
討
し
て
い
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
供
給
す
る
木
材
の
活
用
は

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

　
　
　東
京
オ
リ
・
パ
ラ
へ
供
給
さ
れ
る

　
　６０
㎥
ほ
ど
の
木
材
の
使
わ
れ
方
は
。

　
　
　中
央
公
民
館
の
建
築
材
料
に
予

　
　定
し
て
い
た
が
、
延
期
さ
れ
た
た

　め
活
用
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
　
　ま
ち
づ
く
り
ノ
ー
ト
の
予
算
額

　
　の
記
載
は
、
千
円
単
位
で
は
な
く

　万
円
単
位
の
方
が
い
い
の
で
は
。

　
　
　ノ
ー
ト
で
は
、
予
算
は
千
円
、

　
　決
算
は
万
円
、
広
報
で
は
万
円
と

　な
っ
て
お
り
、
幅
広
く
意
見
を
聞
い

　て
検
討
し
た
い
。

　
　
　空
き
家
解
体
（
宮
地
区
）
の
行

　
　政
代
執
行
に
つ
い
て
、
解
体
経
費

　の
流
れ
は
。

　
　
　話
し
合
い
で
町
に
分
納
す
る
こ

　
　と
に
し
た
。
土
地
は
町
有
財
産
と

　な
っ
た
た
め
、
見
積
競
争
で
の
売
却

　を
考
え
て
い
る
。

　
　
　旧
中
田
小
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
か
だ
倶

　
　楽
部
か
ら
町
管
理
に
移
行
し
た
が
、

　今
後
の
活
用
は
。

　
　
　参
院
選
以
降
は
電
気
、
水
道
を

　
　停
止
し
、
活
用
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　今
年
度
中
に
小
学
校
統
合
案
を

　
　提
示
す
る
と
し
て
い
る
が
、
体
制
、

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　多
様
な
意
見
を
得
な
が
ら
、
今

　
　年
度
中
に
発
表
で
き
る
よ
う
慎
重

　に
進
め
た
い
。

　
　
　不
登
校
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

　
　い
る
の
か
。

　
　
　小
学
校
は
い
な
い
が
、
中
学
校

　
　で
４
人
と
な
る
。
専
門
家
の
指
導

　の
も
と
支
援
し
て
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
供
給
す
る
木
材
の
活
用
は

～産業厚生常任委員会～

　
　
　街
な
か
公
営
住
宅
の
雪
下

　
　ろ
し
経
費
を
、
入
居
者
負
担

　に
変
更
す
る
と
聞
く
が
。

　
　
　す
べ
て
を
入
居
者
負
担
に

　
　す
る
こ
と
は
決
定
し
て
い
な

　い
。
軒
先
な
ど
入
居
者
が
で
き

　る
雪
処
理
は
、
お
願
い
し
て
お

　り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　落
花
生
の
栽
培
状
況
な
ど

　
　は
。

　
　

   

昨
年
は
、
生
産
者
８
人
（
法

　
　人
３
、
個
人
５
）
、
栽
培
面

　積
４３
ア
ー
ル
、
１
㎏
６
０
０
円

　程
で
一
次
加
工
業
者
に
販
売
し
、

　選
別
後
は
で
ん
六
で
全
量
買
っ

　て
い
た
だ
い
た
。
今
年
は
、
２

　人
増
え
、
面
積
も
２
町
歩
を
超

　え
、
昨
年
の
約
４
倍
と
な
る
。

　
　
　水
道
料
金
は
下
水
道
料
金

　
　に
も
影
響
す
る
。
水
道
料
金

　の
平
衡
化
を
。

　
　
　県
の
受
水
費
と
と
も
に
、

　
　町
の
使
用
料
も
考
え
な
が
ら

　運
営
し
て
い
く
。

　
　
　リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に
は
、

　
　外
壁
や
屋
根
の
足
場
経
費
は

　含
ま
れ
な
い
た
め
、
支
援
を

　お
願
い
す
る
声
が
多
い
が
。

　
　
　塗
装
だ
け
で
は
該
当
し

　
　な
い
。
組
み
合
わ
せ
て
補

　助
金
の
対
象
に
な
る
よ
う
、

　事
前
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　新
し
い
大
腸
検
査
機
器

　
　関
連
の
補
正
が
あ
る
が
、

　月
に
わ
ず
か
な
ら
、
他
の
病

　院
へ
の
紹
介
で
十
分
で
は
。

　
　
　大
腸
Ｃ
Ｔ
は
、
医
師
の

　
　異
動
で
、
大
腸
カ
メ
ラ
検

　査
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
影

　響
が
な
い
よ
う
に
以
前
か
ら

　導
入
を
検
討
し
て
い
た
も
の
。

６
月
６
日
午
前
中
に
開
催
さ
れ
、
所
管
の
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
、

所
管
事
務
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

今年度の落花生栽培面積､昨年の４倍となる今年度の落花生栽培面積､昨年の４倍となる

※

寒河江 宏 一 議員

順次売却が可能となる街なか公営住宅

出荷間近のオリ･パラ材

美ーナッツ教室も大盛況（5/10）

問問問問 答答答

問問 答答 答

問問問 問 答答 答

問 答答
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６
月
議
会
定
例
会
の
初
日（
６
／
３
）、

議
員
か
ら
の
発
議
に
よ
り
議
会
活
性
化

・
財
政
健
全
化
特
別
委
員
会
の
設
置
が

矢
口
政
一
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に

寒
河
江
宏
一
議
員
、
副
委
員
長
に
須
藤

典
夫
議
員
を
互
選
し
体
制
を
固
め
、
４

年
間
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
活
動

　平
成
２３
年
６
月
議
会
定
例
会
で
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
を
初
め
て
設
置
し
、

平
成
２６
年
３
月
に
は
「
金
山
町
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
。

　町
議
会
の
基
本
を
記
し
た
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
議
会
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
、

果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、
よ
り

活
発
で
開
か
れ
た
議
会
・
議
員
活
動
を

目
指
し
、
町
民
の
意
思
を
町
政
に
反
映

し
て
い
く
こ
と
が
、「
活
性
化
特
別
委

員
会
」
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
平

成
２７
年
以
来
３
回
目
の
設
置
と
な
っ
た
。

財
政
健
全
化
を
セ
ッ
ト
に

　こ
の
度
、
セ
ッ
ト
と
な
る
「
財
政
健

全
化
特
別
委
員
会
」
は
、
令
和
元
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
り
新
た
な
課
題
と
し

て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
将
来
に
向

け
た
財
政
基
盤
の
再
構
築
に
よ
る
早
期

の
「
財
政
健
全
化
」
に
向
け
、
議
会
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
一
体

的
な
調
査
組
織
と
し
て
設
置
し
た
も
の

で
あ
る
。

　今
後
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
議
会
報

告
会
の
開
催
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
な
ど
の
開
催
、
町
議
会
議
員
選
挙
が

初
の
無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

４
年
ぶ
り
と
な
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
時

期
を
繰
り
上
げ
て
実
施
す
る
な
ど
、
町

民
の
声
を
て
い
ね
い
に
拾
い
あ
げ
、
町

民
の
信
託
に
応
え
る
べ
く
、
力
を
合
わ

せ
て
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
機

会
に
、
男
女
を
問
わ
ず
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
世
代
の
声
を
町
議
会
へ
。

「議会活性化・財政健全化特別委員会」を設置

『信託に応える』議会へ『信託に応える』議会へ
４年に一度の町民アンケートにご協力を２０２０年に築５０年の節目

　昭和４５年３月に竣工した現在

の中央公民館は、東京オリンピッ

ク･パラリンピツク２０２０には、築

５０年という大きな節目を迎える。

　建築当時の中央公民館は、多機

能を集約した画期的で本格的な中

央公民館として注目を集め、この

間多くの町民の皆さんが利用した

他、大きな催しも数多く開催され

た。

耐震診断を受け全面改築へ
　平成１８年の耐震診断では新し

い耐震基準に適合しないことが判

明する中、耐震改修では町民の新

たな要請に応えられないとの声と

ともに、全面改修を期待する声が

大きくなり、平成２５年度の改築

整備構想検討委員会での議論では、

できるだけ早い時期に改築すべき

と報告された。

町財政の早期健全化を優先
　その後、１０億円とも試算されて

いる改築資金の一部となる建設基

金に蓄えながら、改築に向けて平

成３０年度に基本設計を行い鋭意

準備を進めたが、本年度の予算編

成において、財政状況の悪化から

「財政健全化」を急ぐ必要がある

と判断し、新・中央公民館の建設

の凍結･先送りもやむなしとされた。

　財政健全化を進める中、改築財

源の見通しがつけば、実施設計を

行い建設にとりかかる。

町の景観にマッチした設計
　この度示された２つの基本設計

は、長く金山町の街並み景観施策

を牽引し、我が町の全国的な評価

も高めてきた林寛治氏（東京都）

によるもの。

　第１、第２の計画の特徴はイメ

ージ図のとおりだが、金山三峰を

背にしたシンボリックな我が町の

景観の要所に、白壁と切妻屋根が

象徴的な「金山住宅」の街並みに

ふさわしい設計となっている。

　基本的な構造は、一階が鉄筋コ

ンクリート造（ＲＣ造）、２階が鉄

骨＋木材とし、いずれもスライド

式座席の多目的ホールと個別冷暖

房設備を採用している。

　尚、主な質問を紹介する。

2つの基本設計が示される
議会全員協議会（6/7）

新中央公民館

Ｑ．駐車場が不足。緑地帯の活
　用は考えられないか？
Ａ．一定量は確保している。緑

　地の確保は非常に重要で、四

　季を味わえる場にしたい。

Ｑ．積雪時は駐車スペースの一
　部が使えないのでは？
Ａ．冬季は３分の２程度のスペ

　ースになる。雪はある程度た

　めて対応する必要がある。

Ｑ．教育委員会（教学課）の職
　員は公民館に入るのか？
Ａ．基本的に置かず、公民館係

　のみと考えている。

Ｑ．外で行うイベントとの連携
　は取れるのか？
Ａ．非常口から入れるので、連

　携できると考えている。

Ｑ．図書室のスペースは？
Ａ．現在の図書室の２倍近い約

　１５０㎡となる。

議員からの主な質問

町民アンケート
スケジュール

８月６日（火）
各世帯から各隣組長への提出期限
　↓
８月９日（金）
各隣組長から各区長への提出期限
　↓
８月１０日（土）～１２日（月）
各区長宅からのアンケート回収期間
（各地区担当議員が回収に伺います）
　↓
８月下旬 ～１０月中旬
全議員によるアンケート集計作業
　↓
１０月下旬
議会報告会にて結果概要を報告
　↓
１１月上旬
議会広報にて結果概要を報告

皆さんの声を届けて下さい吹抜を除く床面積１,７６４㎡（雪止めあり） 吹抜を除く床面積１,５４５㎡（自然落雪）

模型とスライドで説明を受ける

第１計画

町民グラウンド 町民グラウンド

第２計画
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　㈱
会
議
録
研
究
所
（
東
京
都
）
を
訪
ね
、
継
続
検
討
案
件
の

「
議
会
中
継
」
や
「
会
議
録
」
に
つ
い
て
、
小
池
会
長
と
妹
尾

社
長
他
の
説
明
を
聴
き
、
現
場
を
視
察
し
た
。

　議
会
中
継
は
、
山
形
県
内
３５
市
町
村
の
う
ち
、
既
に
２７
市
町

村
で
実
施
し
て
お
り
、
最
上
郡
内
で
は
、
金
山
町
、
真
室
川
町
、

舟
形
町
の
３
町
が
未
実
施
（
真
室
川
町
は
導
入
予
定
あ
り
）
と

な
っ
て
い
る
。

　方
法
も
、
音
声
だ
け
や
、
子
ど
も
議
会
の
配
信
、
会
議
の
休

憩
時
間
に
町
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
流
す
自
治
体
の
紹
介
も
あ
り
、
費

用
対
効
果
、
視

聴
者
数
な
ど
で

質
疑
を
行
っ
た
。

　会
議
録
は
、

自
前
よ
り
短
期

間
で
作
成
で
き

る
こ
と
か
ら
、

議
会
だ
よ
り
の

発
行
ま
で
の
期

間
短
縮
に
つ
な

が
る
な
ど
、
民

間
の
力
を
活
か

し
た
手
法
を
更

に
検
討
す
べ
き

段
階
と
の
認
識

を
深
め
た
。

議
会
中
継
を
学
ぶ
（
６
／
1９
）

　東
京
金
山
会
第
６１
回
総
会
が
東
京
日
暮
里
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」
を
会
場
に

し
て
、
町
か
ら
は
町
長
を
先
頭
に
、
議
員
、
学
校
関
係
、
役
場
関
係
、
金
山
物
産
販

売
担
当
の
方
々
な
ど
、
来
賓
を
合
わ
せ
総
勢
約
１
９
６
人
の
参
加
と
な
っ
た
。

　大
場
加
枝
子
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
金
山
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
東
京
金
山

会
の
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
た
。
会
員
の
情
報
共
有
を
図
り
、
会
員
の
増
加
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
し
た
。

　

　ま
た
、
町
観
光
大
使
で
も
あ
る
双
子
俳
優
の
弟
、
斉
藤
慶
太
さ
ん
も
参
加
し
、
第

一
部
の
総
会
に
続
き
、
第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
地
元
か
ら
参

加
し
た
永
山
茂
樹
さ
ん
の
歌
な
ど
も
あ
り
、
郷
里
を
想
い
、
ふ
る
さ
と
を
語
る
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
共
に
し
た
。

東
京
金
山
会
で
語
る
（
６
／
18
）

東京で共に語り･共に学ぶ東京で共に語り･共に学ぶ
（6/18～19）趣 旨

請　願　者　田茂沢区長　佐藤忠義

紹介議員　沼澤道也　中村忠行

請願第２号

地区内の田茂沢の下流には民家６戸の他

多くの作業場等がある。昨年８月の集中

豪雨では、濁流により土砂が流れ、宅地

や道路に堆積している。こうした被害や

不安を取り除くため、早期のダム等建設

を求めるもの。

結 果 地域住民の安全・安心の確保のため、請

願趣旨に同意し「採択」とした。なお、

発議第５号で議決した県知事あての意見

書を、最上総合支庁長に直接手渡し、早

期の取り組みを要請している。

田茂沢地区砂防ダム
建設と流路工整備について

関心を高める情報発信
～広報研修～

　第３６回町村議会広報研修会が山形市で行われ、議

会広報委員５名が参加した。

　全国町村議会広報コンクールの審査員である芳野政

明氏より議会報の意義や目的、また編集方針やスキル

をじっくりと学び、研修の後半には実際に発行された

当町の議会だよりを厳しく批評していただいた。

　議会報は地方議会に住民参加を促すためのツールと

して、住民と自治体間の情報共有の一翼を担っている。

～議会力の発揮は住民力が前提である～
　研修会で学んだこの言葉通り、議会報が住民の皆さ

んに読まれ、役立ち、身近なものになって欲しい。

　今回指摘された当町

議会だよりの良い点や

改善すべき点などを念

頭に置きながら、これ

から４年間の広報づく

りに努めたい。 厳しい講評も前向きに

採択

会議録の作成現場を視察

須藤勇司支庁長に手渡し要請（7/1）

地元からも多くの参加で盛り上がる

169名もの参加で賑やかに

議会の主な動き（４月～６月まで）
４月　１日（月）
　　　６日（土）
　　　７日（日）
　　　８日（月）
　　１０日（水）
　　１１日（木）
 
　　２２日（月）
　　２４日（水）
　　２９日（月･祝）

５月　１日（水･祝）
　　　８日（水）
　　１３日（月）
　　１４日（火）

　　１７日（金）
　　１８日（土）
　　２０日（月）

　　２２日（水）
　　２３日（木）

　　２４日（金）

　　２６日（日）
　　２７日（月）
　　２８日（火）
　　２８日（火）～２９日（水）

６月　１日（土）
　　　２日（日）
　　　３日（月）
　　　６日（木）
　　　７日（金）

　　　８日（土）
　　１２日（水）
　　１３日（木）～１４日（金）
　　１６日（日）～１７日（月）
　　１８日（火）
　　２４日（月）
　　２５日（火）
　　２６日（水）

　　２９日（土）
　　３０日（日）

転入教職員辞令交付式・歓迎式　　　　　　　　役場
認定こども園卒園式　　　　　　　　　認定こども園
各小学校入学式、金山中学校入学式　　　　　各学校
新庄南高等学校金山校入学式　　　　　新南高金山校
町体育協会・町スポ少年団合同表彰式　　中央公民館
議会全員協議会　　　　　　　　　　　　　　　役場
「かねやまハウス」移転開所式　　　かねやまハウス
新議員全員懇談会　　　　　　　　　　　　　　役場
新議員全員懇談会（仮全員協議会）　　　　　　役場
　春季消防演習　　　　　　　　　　　町民グランド

　議会全員協議会、５月臨時会（初議会）　　　役場
町防犯協会総会　　　　　　　　　　　　　　　役場
町観光協会総会　　　　　　　　　　　　　　　役場
最上地区広域連合議会運営委員会､同全協､同5月臨時会　新庄市
さわやかサロン総会　　　　　　　　　　　やくし苑
町交通安全母の会総会　　　　　　　　　　　　役場
金山中学校体育祭　　　　　　　　　　　金山中学校
最上広域市町村圏事務組合議会全員協議会 新庄市
新庄･湯沢間高規格幹線道路建設促進同盟会役員会､総会他　役場
町青少年育成町民会議総会　　　　　　改善センター
町立金山診療所経営委員会　　　　　　　　　診療所
最上広域市町村圏事務組合議会５月臨時会　　新庄市
国道４７号･新庄酒田道路建設促進同盟会総会　新庄市
議会運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　役場
最上開発協議会総会､最上地域開発推進懇談会　新庄市
金山親交会　　　　　　　　　　　　　　　　　町内
各小学校運動会　　　　　　　　　　　　　各小学校
町老人クラブ連合会総会　　　　　　　改善センター
町森林組合総会　　　　　　　　　　　改善センター

全国町村議会議長・副議長全国研修会　　　　東京都

映画「いただきます」上映会　　　　　　中央公民館
新庄最上建設総合組合６支部グラウンドゴルフ大会　グリーンバレー神室
議会全員協議会、町議会６月定例会本会議　　　役場
総務文教・産業厚生・議会広報各常任委員会　　役場
議会全員協議会、本会議、議会運営委員会
議会活性化・財政健全化特別委員会　　　　　　役場
金山農業協同組合通常総会　　　　　　　中央公民館
新庄･湯沢間高規格幹線道路建設促進同盟会要望会　湯沢市
　　　　　同　上　　　　　　　　山形、仙台、東京
　　　　　東京金山会総会、議員中央研修　　東京都
町表彰受賞者会総会　　　　　　　　　　　やくし苑
最上地区広域連合議会運営委員会､同全員協議会　新庄市
町生徒指導連絡協議会総会　　　　　　　中央公民館
最上地区広域連合議会６月定例会　　　　　　新庄市
町健康づくり講演会　　　　　　　　　改善センター
有屋小学校相撲大会　　　　　　　　　　有屋小学校
町消防団消防操法大会　　　　　グリーンバレー神室
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発
行
責
任
者

■
議
会
議
長

　柴 

田 

清 

正

議
会
広
報
常
任
委
員
会

■
委
員
長

　
　沼 

澤 

道 

也

■
副
委
員
長

　星 

川 

智 

子

■
委

　員

　
　寒
河
江 

宏
一

　
　
　
　
　
　中 

村 

忠 

行

　
　
　
　
　
　大 

場 

洋 

介

　そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
背
に
集
う

「
金
山
会
」
で
は
い
つ
も
新
し
い

出
合
い
が
あ
っ
て
楽
し
い
場
で
あ

る
。
集
団
就
職
期
で
東
京
へ
、
努

力
で
会
社
を
起
こ
し
た
り
、
高
度

成
長
期
で
財
産
を
得
た
り
な
ど
な

ど
。
で
も
そ
の
後
の
同
級
会
で
は
、

そ
ん
な
自
慢
話
は
出
な
い
。
中
学

や
高
校
生
に
も
ど
り
、
青
春
を
と

り
も
ど
す
。
さ
ら
な
る
青
春
に
と

３
次
会
は
フ
ォ
ー
ク
酒
場
「
落
陽
」

へ
。
一
番
乗
っ
て
い
た
の
は
私
で
、

仲
間
は
疲
れ
気
味
。
落
陽
メ
ン
バ

ー
が
９
／
２８
・
２９
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ

イ
ム
に
来
る
。
ま
た
、
青
春
に
も

ど
れ
る
か
な
ぁ
。
楽
し
み
だ
。

　
　
　
　（
文
責
・
沼
澤 

道
也
）

● 

町
議
会
の
仕
組
み

№1

　平成１５年から下向区長として、うち６年間を

本会副会長として務める中、時は「平成」から

「令和」に移り、新しい時代の幕が開きました。

　このような年に、区長公民館長連絡協議会長と

いう大変重要な職務が回ってきました。

　実を言うと、到底できない職務だとお断りしま

したが、長い間区長を務めた方にと強い要望もあ

り、最後は引き受けさせてもらいまし

た。

　私がこうして区長を長く務めている

のも、長い間の出稼ぎ生活があり、そ

の分を少しでも地区のために働きたい

との思いがあったからです。

　今年は、昭和２２年の公職選挙法施

行以来、初めて町議会議員が無投票で決まりまし

たが、町村議会議員の「なり手不足」は、全国的

なことだと聞いています。

　また、「議員と区長の語る会」を毎年開催して

いますが、議員ひとり一人は町のことを真剣に考

え、町民ひとり一人の生活（暮らし）に責任を感

じながら頑張っていることが、こうした場でも実

感できます。

　ぜひ、住民の皆さんからも町政に関心を持って

いただき、区長ともども次世代につなげるような

質の高い議論と具体的な施策により、更なる町の

発展につながることを祈っています。

　そのためにも、財政基盤の再構築への取り組み、

いわゆる『財政健全化元年』の進展が大切になり

ますので、各区長ともども大変注目しています。

議
会
　  

豆
知
識
№1

　町
の
仕
事
は
、
道
路
整
備
・
福

祉
・
教
育
な
ど
、
町
民
生
活
の
全

般
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
仕
事
を
進
め
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
予
算
や
条
例
な
ど
、
大
切
な

事
項
を
決
め
る
の
が
町
議
会
と
な

り
ま
す
。

　町
議
会
は
、
地
方
自
治
法
に
よ

り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
現
在

は
そ
の
定
数
を
１０
人
と
議
会
で
決

め
て
い
ま
す
。

　原
則
と
し
て
、
４
年
に
一
度
の

町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
っ
て
町
民

か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、「
議
決
機
関
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

　一
方
、
こ
う
し
た
議
会
の
決
定

に
基
づ
い
て
実
際
に
仕
事
を
進
め

る
の
が
町
長
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
な
ど
を
含
め
て
「
執
行
機
関
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
議
会
が
予

算
を
認
め
な
い
場
合
は
執
行
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　共
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接

選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
者
は
互
い
に
独
立
し
た
立
場

（
二
元
代
表
制
）
に
あ
り
ま
す
が
、

よ
く
「
車
の
両
輪
」
に
例
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十

分
に
働
か
せ
な
が
ら
も
互
い
に
協

力
し
、
よ
り
良
い
町
政
の
実
現
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

ギ
イ
ン
コ
ラ
ム

新

９月議会定例会は９月５日（木）～１２日（木）の予定です
町民の皆様の傍聴をお待ちしています 日程は近くなりましたら町ホームページ内の

議会ページでお知らせします。

東
京
金
山
会
で

　

  

も
う
一
度
青
春
を

矢口  夘之助 さん
　　  　　　（７１歳）

「町づくりに望む」

金山町区長公民館長連絡協議会

会長　下向区長

町民の声

歴史を刻んできた議員と語る会


